
駿河台大学「駿輝祭」に参加
に
、
募
集
ブ
ー
ス
を
設
置
し
た
。

埼
玉
地
本
は
、
今
後
も
学
校
行
事
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、

南
極
観
測
支
援
行
動
に
お
け
る
自
衛
隊
の
役
割
を
知
っ
て
も
ら

に
行
っ
て
い
る
の
は
知
ら
な
か
っ
た
。」
等
の
声
が
聞
か
れ
た
。

科
連
隊
の
支
援
を
受
け
て
自
衛
隊
車
両
の
展
示
を
行
う
と
と
も

自
衛
隊
車
両
の
展
示
で
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
弾
チ
ョ
ッ
キ

募
集
ブ
ー
ス
で
は
「
南
極
の
氷
」
を
展
示
し
て
実
際
に
触
れ

者
が
将
来
の
選
択
肢
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
発
信
し
て
い
く
。

駿
河
台
大
学
の
学
園
祭
「
駿
輝
祭
」
に
参
加
し
、
第
３
２
普
通

の
試
着
、
車
両
を
バ
ッ
ク
に
し
た
記
念
撮
影
の
実
施
等
、
大
好

評
で
あ
っ
た
。

う
こ
と
が
で
き
た
。

草加市商工会議所まつりで自衛隊の活動をＰＲ
演
舞
や
地
域
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
、
市
内
企

る
。」
と
い
っ
た
沢
山
の
声
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
来
場
者
に
自

オ
ー
ト
バ
イ
、
野
外
炊
具
１
号
を
展
示
し
た
ほ
か
、
自
衛
隊
説
明

か
ら
は
「
自
衛
隊
の
車
両
は
カ
ッ
コ
い
い
。」「
将
来
自
衛
官
な

し
、
広
報
活
動
を
行
っ
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

ト
セ
ー
ル
」、
草
加
グ
ル
メ
店
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
屋
台
や
ブ

今
回
は
、
大
宮
駐
屯
地
か
ら
第
３
２
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊

衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
県
内
の
イ
ベ
ン
ト
に

瀬
公
園
で
実
施
さ
れ
た
「
草
加
市
商
工
会
議
所
ま
つ
り
」
に
参
加

ー
ス
が
数
多
く
出
展
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

業
が
自
慢
の
製
品
を
お
得
に
販
売
す
る
「
モ
ノ
づ
く
り
ダ
イ
レ
ク

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
（
本
部
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１
等
空
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埼
玉
地
方
協
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）

コ
ー
ナ
ー
、
自
衛
隊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
を
行
っ
た
。
来
場
者

参
加
し
て
、
自
衛
隊
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
広
報
活
動
を
実

施
し
て
い
く
。
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参
加
者
か
ら
は
、「
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
は
重
か
っ
た
が
さ
ら
に

学
生
や
若
者
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地
域
の
若

佐
）
入
間
地
域
事
務
所
は
、
令
和
７
年
１
０
月
２
６
日
（
日
）、

て
も
ら
い
、
４
万
年
前
の
地
球
を
感
じ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

鉄
板
を
入
れ
る
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し
た
。」「
自
衛
隊
が
南
極

朝
霞
地
域
事
務
所
は
、
１
１
月
３
日
（
月
）
草
加
市
ま
つ
ば
ら
綾

（
中
隊
長　

友
成
１
尉
）
の
支
援
を
受
け
、
高
機
動
車
、
偵
察
用


